
羽田第１ゾーンスマートシティ実行計画（大田区／羽田空港跡地第１ゾーン（HICity））
「交通弱者支援」、「生産性向上」、「観光・地域活性化」、「健康寿命延伸」及び
創業支援・技術革新に向けた「産業」の課題に対して、最先端技術・サービスの実
証的取組に適したテストベッドを形成。先端的な技術の実証・実装を行う拠点を構
築し、大田区の課題解決に資する取り組みを行う。

目標（2025年度）

取組概要

体制

将来像
空間情報データ連携基盤「3D K-Field」を構築し位置情報等の
センシング機能や分析機能等を協調領域とすることで、大田区課
題を見据えたサービスを展開すると共に多様な主体の参画を促進。

新サービス導入数：1件/年
指定集積業種の企業立地件
数または新規事業件数：150
件
区民交通環境満足度：90％

付加価値額の増加：2.2兆円以上
区内従業者数：361,000人
観光消費額：2,025億円/年
観光入込客数：4,500万人/年
区内要介護認定率：20%
地域活動に参加している高齢者の割
合：15%

スケジュール
2020年度実装 2021年度実装 2022年度実装

• 自動運転ﾊﾞｽ・遠隔監視システム
• 空間情報データ連携基盤

「3D K-Field」
• ロボット（物流、アバター）

• 自動運転ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ
• 自動運転保安員なし・公道運行
• AR案内アプリケーション
• ロボット・エレベーター連携

• ARエンタメアプリケーション
• ロボット統合管制
• データ活用エリマネ

羽田第1ゾーンスマートシティ協議会（＝推進主体）
全体会

相
互
連
携

全会員 スマートシティ全体統括・戦略策定
推進事務局

羽田みらい開発、大田区、鹿島建設、日本総合研究所、アバンアソシエイツ
組織運営・管理、マーケティング・周知広報

都市OS運営部会
鹿島建設、TIS、BOLDLY、NTTドコモ、三井住友銀行、大田区

都市OS管理・運用、アセット及びデータ管理・運用、セキュリティ

ビジネス開発・運営部会

新規技術開発・サービス提供者
区内企業、ベンチャー企業等

エリアマネジメント委員会
先端産業創造委員会

参
画
・
協
力

連携

ｽﾏｰﾄﾓﾋﾞﾘﾃｨ

ｽﾏｰﾄﾛﾎﾞﾃｨｸｽ

ｽﾏｰﾄﾂｰﾘｽﾞﾑ
ｽﾏｰﾄﾍﾙｽｹｱ

羽田みらい開発、鹿島建設、BOLDLY、WHILL、マクニカ、日本交通、三菱電機、
MONET Technologies
羽田みらい開発、鹿島建設、 TIS、avatarin、SBSロジコム、アラコム、日本空港ビルデング、空港
施設、三菱電機、 鹿島建物総合管理、鹿島プロパティマネジメント、鹿島東京開発、ピットデザイン

鹿島建設、大田区、avatarin、ロイヤルゲート、ドコモ・バイクシェア、アバンアソシエイツ
大田区、他（追加予定）

ビジネス開発・運営


